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＜アトピー性皮膚炎の治療＞
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　アトピー性皮膚炎（アトピー）は、かゆみのあ
る湿疹を繰り返す病気です。治療の目標は皮膚を
いい状態に保ち、日常生活に支障をきたさないよ
うにすることです。アトピーの治療の主体は塗り
薬で皮膚の炎症を取ることです。補助的にかゆみ
止めの飲み薬、保湿剤を併用することも多いです。
アトピーの治療で最も使用されるのはステロイド

の塗り薬です。非常に有効ですが、局所的な副作
用のリスクはあります。長期に塗る副作用として
は、皮膚が薄くなったり、細い血管（毛細血管）
が浮いてくるようなことがあり得ます。そのため、
ステロイドでない塗り薬も使われます。タクロリ
ムス、デルゴシチニブの塗り薬がアトピーの炎症
を抑える作用があります。
　大多数のアトピーは塗り薬を主体とする標準的
な治療を行うことで、十分いい状態を保つことが
できます。
　重症、難治の場合には特殊な飲み薬、注射薬を
使用することもあります。
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。
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向かって右側の３階建が市庁舎、
左側の２階建が議事堂

記念式典参列者に送られた記念品


